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後
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後
醍
醐
天
畠
震
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
〇

　
　
同
　
　
清
澤
光
寺
所
藏
農
影

が
最
も
著
名
で
あ
る
。
こ
の
中
、
中
古
廿
一
花
御
影
は
、
元
は
曼
殊
院
に
傳
は
つ
て
を
つ
た
が
、
明
治
の
初
か
ら
御
物

と
し
て
術
藏
せ
ら
れ
る
こ
と
、
な
っ
た
の
で
、
同
院
に
は
森
寛
齋
の
模
穴
冠
が
存
し
て
を
る
。
こ
の
奥
書
に
擦
れ
ば
、

初
の
十
九
帝
は
爲
信
卿
の
筆
で
、
奥
二
代
帥
ち
花
園
、
後
醍
醐
爾
天
皇
は
豪
信
法
印
の
奉
寓
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

憲
子
本
の
後
醍
醐
天
皇
震
影
は
、
後
二
條
天
皇
と
同
じ
く
、
青
色
御
砲
の
御
束
帯
で
あ
っ
て
、
最
も
眞
に
逼
っ
た
御
風

姿
と
仰
が
れ
る
の
で
あ
る
が
、
比
較
的
小
形
に
二
言
せ
ら
れ
て
を
る
。
叉
清
浮
光
寺
の
は
、
金
色
の
天
冠
を
召
さ
れ
て

を
る
御
姿
で
あ
っ
て
、
そ
の
御
服
装
及
び
背
後
の
御
装
飾
等
、
雫
常
の
御
負
に
よ
っ
て
霊
か
れ
た
も
の
で
無
く
特
殊
の

も
の
と
琴
ら
れ
る
か
ら
・
こ
れ
は
別
に
考
へ
る
こ
と
、
す
る
・
そ
こ
で
吉
野
磐
の
は
夏
・
大
徳
寺
の
は
多
の
労
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

直
衣
姿
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
も
大
徳
寺
の
は
絹
厨
最
も
大
き
く
、
而
か
も
最
も
精
し
く
葬
話
せ
ら
れ
て
を
る
か
ら
、

こ
の
経
路
を
中
心
と
し
て
そ
の
他
を
墾
照
し
、
聯
か
卑
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
○
爾
中
古
廿
一
風
御
影
は
、

以
下
便
宜
上
「
御
物
の
御
影
」
と
通
す
る
こ
と
、
す
る
が
、
こ
、
に
墾
照
し
て
を
る
の
は
、
寛
齋
の
模
寓
本
に
諜
つ
た

の
で
あ
る
。

　
凡
肯
像
書
は
、
顔
面
、
宇
身
、
全
貌
の
各
種
で
あ
る
が
、
全
貌
な
る
は
、
愚
、
菌
、
床
子
、
商
舖
、
胡
床
等
を
も
寓

し
、
更
に
そ
の
背
景
を
も
添
賀
し
て
を
る
も
の
が
あ
る
。
然
る
に
こ
の
背
景
に
は
、
或
は
帥
像
と
し
て
祭
祀
し
、
或
は

，
本
奪
と
し
て
安
置
し
た
形
式
に
糠
つ
た
も
の
が
凹
く
無
い
の
で
あ
る
。
か
》
る
も
の
も
皆
そ
れ
ぐ
の
研
究
資
料
と
な



る
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
人
の
在
世
當
時
實
際
の
歌
態
を
直
賢
し
た
も
の
で
あ
る
時
．
一
層
貴
さ
を
加
へ
る
の

で
あ
る
。

　
大
徳
寺
の
震
影
は
、
清
涼
殿
の
書
御
座
に
出
御
の
奪
容
を
描
き
奉
っ
た
の
み
な
ら
す
、
御
前
近
く
に
一
公
卿
が
候
座

し
て
を
る
朕
を
寓
し
た
爲
、
そ
の
絹
面
の
許
す
限
り
周
團
を
描
き
隠
し
て
を
る
。
普
通
見
る
所
の
書
面
の
配
合
膿
裁
を

圭
と
し
た
も
の
で
無
く
、
そ
の
實
寓
を
本
旨
と
し
た
も
の
と
想
は
れ
る
。
こ
れ
は
服
飾
は
勿
論
、
五
帝
、
調
度
の
研
究

上
、
極
め
て
貴
重
な
る
資
料
拒
遣
さ
れ
た
も
の
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
以
下
冬
葱
に
分
っ
て
述
べ
る
こ
と
、
す
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
第
一
は
服
飾
上
で
あ
る
。
先
づ
天
皇
の
御
装
束
は
前
蓮
の
如
く
冬
の
御
直
衣
姿
で
あ
っ
て
、
御
冠
、
御
引
直
衣
、
御

長
袴
を
召
さ
れ
、
御
檜
扇
を
御
門
b
に
な
っ
て
を
る
。
こ
れ
を
一
々
説
明
す
れ
ば
、
御
冠
は
垂
縷
で
あ
り
、
菱
の
繁
文

で
あ
る
。
繧
は
一
般
臣
下
の
と
同
じ
く
殆
ん
ど
垂
直
で
あ
っ
て
、
近
世
時
代
の
如
く
或
は
御
立
縷
と
面
し
（
正
し
く
は

御
垂
．
縷
と
禰
し
た
）
御
巾
子
の
高
さ
梶
に
揚
っ
た
（
或
は
直
立
し
て
を
つ
た
御
代
も
あ
っ
た
）
形
式
で
は
無
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
御
物
の
御
影
中
の
も
皆
同
襟
で
あ
る
。

　
次
に
御
直
衣
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
御
上
直
衣
で
無
く
、
御
引
直
衣
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
無
い
。
蘇
る
書
に
こ

の
震
影
を
掲
げ
、
鎌
倉
時
代
に
は
臣
下
の
如
く
著
御
に
な
っ
た
と
舞
察
さ
れ
る
と
説
明
し
て
あ
る
が
、
臣
下
に
は
引
直

衣
は
無
い
の
で
あ
る
か
ら
、
蓋
し
こ
れ
を
御
上
直
衣
と
誤
認
さ
れ
π
も
の
で
あ
ら
う
。
さ
て
こ
の
御
直
衣
は
臼
小
景
文

　
　
　
　
後
醍
醐
天
皇
寂
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
谷
　
第
四
號
　
　
五
九
囎
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後
醍
醐
天
皇
震
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
二

様
で
冬
御
抱
で
あ
る
。
こ
．
の
小
産
は
、
時
代
に
よ
っ
て
文
標
を
異
に
し
、
江
戸
時
代
の
御
料
に
も
凡
そ
三
種
を
歎
へ
る

こ
と
が
出
照
る
。
こ
の
震
影
の
御
文
様
は
何
分
細
か
い
が
、
そ
の
特
徴
は
明
に
認
め
ら
れ
、
手
向
山
の
紳
輿
叉
は
縞
山

天
皇
御
心
附
と
傳
ふ
る
鶴
岡
入
幡
宮
國
寳
の
御
衣
な
ど
に
比
し
て
は
、
そ
の
配
り
方
が
や
、
新
し
く
思
は
れ
る
Q
併
し

・
、
、
『

（大實）　丈葵’小糸震藏寺徳大

近：　●世

（一）

の三種

（二）

（　．1　）



同上

（＝一）

同上

（四）

（　r“　）

な
が
ら
中
央
の
菱
形
の
文
様
は
古
風
で
あ
っ
て
、
近
世
の
と
は
全
く
異
っ
て
を
り
、
そ
の
撃
発
の
樫
文
様
の
尾
も
長

い
。
御
物
の
御
影
中
、
こ
の
小
葵
文
の
御
直
衣
の
は
二
條
四
條
爾
天
皇
の
み
で
あ
り
、
御
炮
の
割
合
に
頗
．
る
大
き
く
描

か
れ
且
つ
藤
丸
崩
し
か
と
見
え
る
交
様
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
心
様
の
小
豆
と
考
へ
ら
れ
る
。
明
徳
元
年
に
寄
進
さ
れ
た

　
　
　
　
後
醍
醐
天
皇
日
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
三



　
　
　
　
後
醍
醐
天
皇
慶
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
四
號
　
　
五
九
四

熊
野
速
近
心
就
國
簑
の
帥
衣
の
文
襟
中
の
小
豆
ぽ
、
そ
の
密
集
せ
る
扶
も
、
そ
の
形
式
も
近
似
し
て
を
る
。
叉
多
御

直
衣
に
は
、
首
上
、
欄
、
端
縫
の
外
、
身
及
大
脳
の
部
分
に
、
裏
の
色
師
ち
紫
、
二
藍
、
標
な
ど
を
淡
く
匂
は
せ
て
叢

く
の
が
普
遮
で
あ
っ
て
、
御
物
の
御
影
の
は
、
花
園
天
皇
に
至
る
ま
で
銀
扇
標
を
舶
へ
て
を
る
。
然
る
に
こ
の
震
影

は
、
全
部
純
自
に
書
か
れ
て
を
っ
て
裏
の
色
が
映
っ
て
み
な
い
の
は
、
當
腕
尽
に
表
地
が
厚
く
な
っ
て
を
つ
た
爲
で
あ

ら
う
か
。
な
ほ
こ
の
裏
の
色
が
表
に
映
っ
て
匂
う
て
を
つ
た
時
代
は
、
絡
書
の
み
に
慷
ら
れ
な
い
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も

無
い
。

　
次
に
御
袴
は
紅
の
御
長
袴
で
あ
る
が
、
墨
斑
は
書
か
れ
て
み
な
い
。
御
引
直
衣
の
御
里
は
小
誓
文
標
の
御
報
袴
と
．

無
文
の
生
御
袴
と
の
二
種
が
あ
る
ひ
小
葵
文
様
の
は
、
表
に
板
葺
を
加
へ
た
単
打
袴
で
あ
る
か
ら
文
檬
が
見
え
難
い
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
す
こ
の

め
に
描
く
こ
と
を
略
し
た
の
か
。
若
し
無
文
な
ら
ば
こ
れ
は
禁
秘
御
抄
に
略
儀
生
袴
と
あ
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
Q
な

ほ
こ
の
笈
影
に
は
、
御
打
衣
、
御
軍
が
表
は
れ
て
る
な
い
、
略
儀
の
生
御
壁
の
時
は
召
さ
れ
な
い
御
例
も
あ
っ
だ
の
で

あ
秀

　
御
檜
扇
は
自
で
置
紋
長
飾
は
無
く
、
自
の
綴
糸
の
端
が
数
本
垂
れ
て
を
る
。

　
次
に
一
公
卿
の
服
装
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
頗
る
注
意
を
要
す
る
も
の
が
あ
る
○
こ
れ
は
冬
の
直
衣
姿
で
あ

る
が
、
宿
徳
装
束
で
あ
る
。
・
今
そ
の
特
徴
を
列
聖
す
れ
ば
、
冠
は
常
の
如
く
串
縫
繁
文
で
あ
り
、
直
衣
の
炮
の
形
式
も

　
　
　
　
　
は
　
こ
　
え

常
の
如
く
、
波
速
衣
（
或
は
ハ
コ
へ
と
も
あ
る
）
の
形
状
も
後
世
の
と
同
様
で
あ
る
が
、
出
場
九
の
文
様
が
大
き
く
書
か

（6）



れ
て
を
る
（
こ
の
大
さ
は
必
ず
し
も
爲
實
と
は
云
へ
な
い
で
あ
ら
う
が
、
割
合
に
大
き
く
書
い
た
も
の
と
思
は
れ
る
）
裏

は
表
に
匂
は
す
純
自
で
あ
る
。
併
し
こ
れ
は
御
引
直
衣
の
方
も
匂
う
て
み
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
以
て
宿
徳
装

束
の
表
裏
共
色
で
あ
る
も
の
と
は
定
め
難
い
。
然
る
に
指
貫
袴
が
臼
で
あ
っ
て
藤
巴
の
大
文
で
あ
る
。
こ
の
大
文
も
亦

・
絶
の
文
機
と
同
じ
く
措
置
な
る
割
合
と
は
定
め
難
い
が
、
地
色
の
臼
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
宿
徳
装
束
た
る
こ
と
を
示

し
で
を
る
の
で
あ
る
Q
な
ほ
注
意
す
べ
き
は
指
貫
の
文
様
は
藤
九
帥
ち
入
藤
が
多
く
用
ゐ
ら
れ
て
を
る
の
に
、
藤
巴
で

あ
る
の
は
珍
し
い
。

　
こ
の
公
卿
は
箱
の
蓋
裏
に
は
、

　
　
天
皇
御
前
之
臣
中
納
言
藤
房
萬
塁
小
路
殿
先
組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

と
記
し
て
あ
る
。
然
る
に
服
装
上
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
前
述
の
如
く
宿
徳
装
束
で
あ
る
。
，
而
か
も
自
髪
書
髭
で
あ
る
。
宿

徳
装
束
は
・
毒
茸
に
は
乱
舞
覆
の
例
も
あ
る
が
・
解
毒
於
け
る
叢
の
蓮
部
に
鍮
＋
呈
を
常
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
聖
遷
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
正
二
位
中
納
言
に
進
ん
で
を
つ
た
が
、
建
武
元
年
十
月
五
日
に
里
家
し

・
こ
の
時
四
十
歳
で
あ
る
Q
殊
に
そ
の
父
宣
房
が
、
し
ば
《
＼
還
任
せ
ら
れ
て
大
納
言
と
な
り
、
こ
の
年
七
月
に
僻
任
し

た
が
、
翌
年
四
月
七
十
入
歳
で
復
還
任
し
て
を
る
の
で
あ
る
。
父
子
共
に
奉
仕
し
、
そ
の
子
僅
に
四
十
歳
に
し
て
宿
徳

装
束
を
着
く
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
自
髪
自
署
の
二
七
で
あ
る
と
共
に
一
包
不
相
癒
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
黙
疑
を
持

た
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
宣
房
な
ら
ば
服
装
上
灘
當
で
あ
る
、
建
武
年
中
に
は
七
十
六
歳
で
あ
る
が
、
容
貌
上
も
先

　
　
　
　
後
醍
醐
天
集
震
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
内
貸
九
五



　
　
　
　
後
醍
早
天
選
炭
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
書
　
解
職
號
　
　
五
九
六

つ
相
當
と
思
は
れ
る
。
又
吉
邊
定
虜
は
元
難
聴
年
内
大
膝
に
任
せ
ら
れ
建
武
二
年
に
僻
し
た
が
、
當
時
六
十
二
歳
で
あ

っ
て
年
齢
上
か
ら
は
其
の
人
の
特
質
に
よ
り
如
何
と
思
は
れ
る
が
服
・
装
上
相
當
で
あ
る
。
北
畠
親
房
は
大
納
言
で
あ
っ

た
が
、
元
徳
二
年
三
十
八
歳
で
由
嫁
し
て
を
る
の
で
、
藤
房
壁
土
に
若
い
。
親
房
は
そ
の
後
元
亨
三
年
に
復
爵
仕
し
、

從
一
位
に
翻
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
め
る
が
、
公
卿
補
任
、
尊
卑
分
脈
に
も
載
っ
て
み
な
い
。
併
し
金
剛
峯
控
所
藏

の
、
正
、
準
七
年
四
月
一
目
の
寄
進
状
に
は
、
准
三
宮
一
品
沙
門
と
撫
署
し
て
を
る
か
ら
、
洩
れ
て
を
る
も
の
と
考
へ
ら

れ
る
が
、
入
道
と
叙
位
と
の
閥
係
は
詳
に
L
．
難
い
。
假
に
一
時
還
俗
し
て
公
卿
姿
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
天
皇
崩
御
の

時
は
四
十
七
歳
で
あ
っ
て
、
そ
の
以
前
に
も
、
元
弘
三
年
十
月
か
自
延
元
元
年
正
月
ま
で
は
奥
州
等
に
出
で
、
同
十
月

ま
た
伊
勢
に
過
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
の
吉
野
行
幸
以
前
、
京
都
の
内
裏
に
於
い
て
雌
尺
の
問
に
候
し
て
を
つ
た

の
は
極
め
て
僅
の
期
商
で
あ
り
、
そ
れ
も
四
十
一
歳
又
は
四
十
四
歳
の
頃
で
あ
る
。
又
源
家
は
龍
謄
交
襟
を
指
貰
に
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

み
て
を
る
が
．
こ
の
．
時
代
に
は
宿
穗
装
束
の
時
藤
九
（
こ
の
公
卿
の
は
騰
勢
で
あ
る
が
）
を
用
み
た
。
以
上
甚
だ
煩
し
い

が
墾
考
ま
で
に
述
べ
て
お
く
の
で
あ
る
。
な
ほ
こ
の
公
卿
の
抱
及
袴
共
に
書
き
改
め
た
も
の
が
剥
落
し
て
、
衣
紋
の

漿
、
文
様
…
等
二
重
に
な
っ
て
を
る
と
こ
ろ
が
あ
る
Q

　
①
圃
太
暦
、
延
文
二
、
四
、
十
二
、
捌
宿
老
衣
服
事
、
已
先
撮
自
五
十
鹸
令
藩
溺
勿
論
当
り

　
②
　
鶴
抄
、
奴
袴
、
営
家
雁
年
之
間
蔚
龍
際
多
須
岐
．
，
宿
老
之
後
藤
丸
。

（8）

三



　
第
二
に
は
御
調
度
で
あ
る
が
、
こ
の
御
座
は
、
清
涼
殿
襲
撃
の
書
御
座
で
あ
っ
て
、
繧
墨
黒
の
御
盤
二
帖
を
横
に
方
．

形
に
敷
き
並
べ
、
そ
の
中
央
に
御
菌
を
敷
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
李
敷
と
も
聾
す
る
Q
こ
の
圖
の
御
身
は
、
面
は
自
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
伏
蝶
九
の
交
機
で
、
」
端
は
東
京
錦
で
あ
る
。
禁
秘
御
難
に
は
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
面
）
唐
綾
、
端
錦
、
裏
打
と
あ
っ
て
、
交
様
を
記
さ
れ
て
み
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
身
雑
要
抄
に
は
、
東
京
錦
鱗
と
あ
る
。
然
る
に
こ
の
御
難
の
右
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繧
　
（
向
っ
て
左
、
以
下
判
れ
に
准
ず
る
）
に
、
端
が
二
行
の
如
く
見
え
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
御
菌
の
幅
を
縮
め
て
愚
色
の
緑
青
で
塗
り
溝
し
た
の
が
騰
落
し
た

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
綱
も
の
と
お
も
は
れ
る
・
こ
れ
繕
右
に
偏
っ
て
を
つ
た
の
を
訂
正
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
端
　
も
の
で
あ
ら
う
。
畳
の
端
の
繧
燗
交
様
は
、
近
世
の
如
く
紅
地
勝
で
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
』
．
　
く
、
又
上
代
の
機
式
で
も
無
く
黒
を
主
と
し
．
臼
、
紅
、
淡
緑
を
間
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

d
に
添
へ
た
も
の
で
あ
…
の
色
彩
の
は
古
肚
の
鷲
に
も
存
し
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
、
下
に
述
べ
る
濱
床
と
共
に
時
代
離
注
意
す
べ
き
黙
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
前
の
稽
右
方
の
板
間
の
上
に
御
硯
筥
が
置
か
れ
て
あ
る
。
黒
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
で
菊
折
枝
文
標
を
書
い
た
の
は
、
黒
漆
或
は
塵
地
蒔
絡
と
思
は
れ
、

内
側
は
二
目
風
の
塵
地
の
如
く
見
え
る
。
御
硯
は
風
字
形
に
近
く
、
青
銅
色
の
水
雲
の
外
に
、
筆
二
本
、
墨
一
挺
、
墨

　
　
　
　
後
醍
醐
天
皇
震
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
四
號
　
　
五
九
七



　
　
　
　
　
後
醍
醐
天
皇
山
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

挾
、
刀
子
、
錐
な
ど
が
備
へ
ら
れ
て
を
る
。
こ
の
御
硯
箱
の
位
畳
は
、
禁
秘
御
抄
に
合
っ
て
を
る
が
、
三
十
の
形
、
蒔

維
の
文
機
は
合
は
な
い
。
こ
の
他
に
御
座
の
左
右
に
、
楽
鍔
の
御
創
を
書
き
、
更
に
御
盤
の
色
の
緑
青
、
藤
袴
の
色
の

朱
な
ど
に
て
塗
抹
し
た
や
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
所
々
剥
落
し
て
演
劇
は
れ
て
を
る
。
こ
れ
は
叢
御
座
の
御
笠
と
審
察

　
　
　
　
　
　
③

さ
れ
る
が
、
禁
秘
御
回
に
糠
れ
ば
、
東
面
の
御
座
に
は
御
剣
は
御
右
方
で
あ
り
、
柄
を
西
に
向
け
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
普
通
の
如
く
左
方
に
書
い
た
の
で
塗
抹
し
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
御
右
側
に
は
書
き
加
へ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
い
。
伊
勢
の
徴
古
館
所
藏
の
天
保
十
一
年
の
摸
本
に
は
、
こ
の
位
置
．
に
御
手
を
書
き
加
へ
て
あ
る
よ
し
で
あ
る
が
、

こ
の
原
本
に
は
剥
落
し
た
痕
跡
も
見
え
な
い
。
徴
古
館
の
は
摸
本
筆
者
が
補
う
た
も
の
か
と
思
は
れ
る
。
叉
硯
箱
の
左

方
に
料
紙
を
二
つ
害
し
、
そ
の
左
方
に
翻
馨
描
き
何
砦
終
ぞ
し
て
あ
・
。
脇
息
の
方
量
見
そ
の
輪
灘

を
認
め
得
る
が
、
料
紙
の
方
は
透
し
親
て
知
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
何
故
に
書
き
又
こ
れ
を
溝
し
た
か
や
解
り
難
い
。
叉

こ
の
御
盤
の
前
方
に
當
る
一
帯
の
板
敷
の
黄
土
の
色
が
稽
濃
く
見
え
て
を
る
。

　
御
座
の
後
方
即
ち
書
圖
の
上
部
に
、
御
帳
毫
の
末
端
と
獅
子
狛
犬
と
を
書
い
て
を
る
。
御
帳
壷
は
母
屋
の
御
調
度
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
書
御
帳
で
あ
る
。
僅
に
濱
旅
と
御
宝
の
端
と
に
…
過
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
に
て
も
若
干
の
特
徴
を
認
め
る

・
こ
と
が
出
青
る
。
即
ち
濱
床
は
束
柱
が
五
本
で
四
三
に
分
た
れ
、
各
牙
尿
の
彫
刻
が
あ
る
Q
黒
磯
に
金
具
が
加
へ
ら
れ

て
を
る
。
重
量
の
御
所
の
は
二
幅
で
あ
り
金
其
は
無
い
が
、
紳
座
の
御
帳
毫
叉
は
絶
憲
な
ど
に
四
面
で
あ
り
又
金
具
を

加
へ
た
例
が
多
く
あ
る
。
さ
て
こ
の
牙
床
の
曲
線
は
力
強
く
、
下
方
の
轡
曲
が
深
い
の
は
、
　
一
の
特
徴
で
あ
り
、
紳
証



の
御
帳
皇
の
室
町
よ
り
以
前
と
考
へ
ら
れ
る
の
に
類
似
の
形
式
の
も
の
が
あ
る
。
金
具
の
輪
廓
も
古
風
で
あ
り
、
そ
の

文
機
も
花
に
鱗
形
の
重
な
っ
た
や
う
に
見
え
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
多
く
行
は
れ
て
を
つ
た
形
式
の
寳
草
花
模
様
を
略
寓

（部一）圓三跡濱

て
あ
る
煙
花
に
當
る
の
で
あ
る
が
、
南
至
の
聞
に
書
面
の
譜
面
を
整
へ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
緑
繰
で
あ
っ
て

は
ユ
ル
ギ
打
の
如
く
、
色
は
黄
、
紅
、
黒
の
絞
と
し
、
総
も
同
色
で
帥
ち
紅
末
濃
の
養
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
鈎
九
二

　
　
　
　
後
醍
醐
天
皇
震
影
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
四
號
　
　
五
九
隠

し
た
も
の
か
。
御
帳
の
帷
は
、
爾
隅
の
分
の
み
僅
に
見
え
て
を
る
。
常
は

板
間
に
響
く
ま
で
垂
れ
て
を
る
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
こ
の
隅
の
も
塞
げ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
爲
か
と
お
も
は
れ
る
。
然
し
な
が
ら
朽

木
形
で
あ
る
こ
と
は
、
冬
の
御
料
を
示
し
て
を
る
の
で
、
御
服
装
と
｝
致

す
る
。
又
こ
の
御
帳
塁
は
書
御
座
に
比
し
割
合
上
小
さ
く
寓
し
て
あ
る

が
、
こ
れ
は
奥
に
在
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
御
帳
藁
前
の
獅
子
狛
犬
は
、
左
の
獅
子
は
黄
色
で
開
口
し
、
右
の
狛
犬

は
猜
白
色
で
口
を
閉
ぢ
て
を
る
。
こ
れ
は
類
懸
盤
要
抄
に
記
し
て
を
る
も

の
と
一
致
し
て
を
る
の
で
、
そ
の
懸
歌
も
優
れ
て
を
り
，
殊
に
洲
濱
形
の

壷
は
、
大
輪
神
冠
の
感
喜
の
如
く
、
薄
く
し
て
古
雅
で
あ
る
。
叉
こ
の
震

音
の
最
上
端
に
御
簾
が
見
え
て
を
る
。
こ
れ
は
痛
と
孫
痛
と
の
間
に
懸
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
紐

（11）



　
　
　
　
　
後
醍
細
削
天
阜
渦
窟
鮫
辮
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麓
濯
十
九
報
〕
　
第
閃
肖
號
　
　
　
早
霜
○
○

総
の
金
具
も
細
か
く
醸
し
て
を
る
。
な
ほ
こ
の
震
影
は
御
座
の
左
方
よ
り
寄
寓
し
た
の
で
、
御
帳
壷
等
の
位
置
に
多
少

の
無
理
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
止
む
を
得
な
い
所
で
あ
ら
う
。

　
①
　
瀬
聚
雑
要
三
四
　
母
腿
調
渡
の
條

　
⑨
③
禁
秘
御
抄
上
溝
譲
囎
叢
既
。
鵡
鰯
路
標
躍
糠
郵
蘇
凍
類
綴
講
縮
板

　
④
　
徴
古
館
所
燃
城
摸
本
裏
敷
肖

　
　
　
天
保
十
一
年
王
月
篇
於
糖
賓
山
中
軸
資
｛
絹
黎

　
　
　
○
徴
古
飴
摸
本
感
，
御
宮
塁
學
舘
欽
授
佐
藤
虎
雄
氏
に
よ
っ
て
承
知
し
象
の
で
あ
ろ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
西

　
次
に
宮
門
に
就
い
て
は
籏
躍
で
あ
る
が
蓮
べ
よ
う
○
こ
の
臨
に
は
母
屋
、
痛
、
孫
癩
（
弘
癩
）
を
蓮
じ
て
、
縫
板
敷
で

あ
り
、
廟
と
孫
廟
と
の
問
に
長
弾
が
あ
っ
て
、
孫
癩
は
一
段
低
く
な
っ
て
を
る
。
こ
の
羅
拝
の
低
い
の
は
、
何
れ
の
絡

悠
に
も
菰
ハ
通
で
あ
る
が
、
そ
の
母
屋
、
癩
と
同
様
に
、
縫
板
敷
で
あ
る
の
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
禁
秘
御
蒲
に
は
、
弘

痛
板
九
枚
と
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
横
幅
郎
ち
南
北
行
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
古
絡
簾
中
、
信
貴
山
縁
起
に
は
横
敷
で
九

枚
に
希
い
て
あ
る
。
年
中
宥
事
圃
も
所
々
に
こ
の
御
殿
を
索
き
、
板
藪
は
匹
々
に
な
っ
て
を
る
が
、
皆
横
敷
で
あ
る
。

然
る
に
伶
大
納
言
総
怨
の
み
は
継
緻
で
あ
っ
て
、
こ
の
圃
と
同
｝
で
あ
る
。
又
母
屋
と
廟
と
の
間
に
は
高
低
が
無
い
○

こ
れ
は
清
涼
殿
と
し
て
ば
．
絡
怒
物
等
に
も
ま
だ
明
澄
し
得
る
も
の
を
心
附
か
な
い
が
、
紫
慶
殿
に
就
い
て
は
、
年
中

行
事
捻
…
懇
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
串
摩
る
。
即
ち
何
れ
も
共
に
縦
板
敷
で
、
そ
の
間
に
高
低
が
無
い
、
こ
れ
に
よ
れ
ば

（12）

可



清
涼
殿
も
こ
の
圖
の
如
く
、
高
低
が
無
か
っ
た
と
想
は
れ
る
。
愚
子
は
、
古
蚕
に
多
く
見
る
如
く
横
板
の
養
子
敷
で
》

早
耳
を
も
書
い
て
を
る
Q
な
ほ
高
欄
の
地
桁
の
上
面
に
踏
み
を
加
へ
て
を
る
の
は
、
難
壁
の
富
小
路
内
裏
に
も
な
ほ
古

様
鞍
存
し
て
を
り
π
も
の
と
お
も
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
．
丑

　
吉
野
紳
宮
の
哀
影
は
三
重
樫
文
芸
の
夏
の
御
引
直
衣
で
あ
る
が
、
色
は
二
藍
と
お
も
は
れ
る
。
併
し
な
が
ら
、
下
・
に

御
軍
（
或
は
御
打
衣
か
と
思
は
れ
る
が
｝
枚
と
見
え
る
の
で
御
軍
と
考
へ
ら
れ
る
）
を
召
さ
れ
て
を
る
か
ら
、
そ
の
色
が

匂
う
て
、
標
で
あ
っ
て
も
．
叢
と
し
て
二
藍
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。
若
し
一
、
一
喫
な
ら
ば
御
四
十
未
満
の
震
影
と
拝
察

さ
れ
・
。
鯉
、
霧
昊
奪
の
と
標
で
み
・
が
、
瑠
擾
誓
せ
詫
な
い
。
　
　
　
．
働

　
御
盤
の
端
は
、
大
徳
寺
の
と
薬
種
．
の
繧
綱
錦
で
あ
っ
て
、
互
に
思
考
す
べ
き
で
あ
る
が
．
御
萬
は
全
く
異
な
っ
て
を

る
。
即
ち
端
は
野
地
牡
丹
麿
草
の
錦
で
あ
る
が
．
右
方
が
二
行
に
な
っ
て
を
る
・
。
こ
れ
は
大
徳
寺
の
如
き
塗
抹
の
痕
は

全
く
無
い
Q
或
は
中
敷
の
端
が
見
え
て
を
る
の
か
と
思
ふ
が
、
書
御
座
に
は
そ
の
例
を
聞
か
な
い
。
御
難
の
面
に
は
、

黒
地
に
色
々
の
唐
草
文
楼
が
あ
る
。
こ
の
笈
影
は
李
敷
の
御
座
像
で
、
書
御
座
と
も
三
見
さ
れ
る
が
、
大
徳
寺
の
如
き

周
園
の
明
謹
が
無
い
0

　
7
3
㌍
ほ
御
物
4
3
窟
影
は
、
麹
塵
（
膏
色
）
簿
形
文
襟
の
御
束
帯
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
就
い
て
は
他
の
廿
帝
の
農
影
と
共
に

考
ふ
べ
き
黙
が
勘
く
無
い
の
で
、
他
田
に
譲
る
こ
と
、
す
る
。
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六

　
大
徳
寺
の
農
影
は
、
上
述
の
如
く
所
々
塗
抹
し
た
る
こ
と
、
或
は
＝
一
故
織
上
の
異
例
を
認
め
る
こ
と
な
ど
考
ふ
べ

き
黙
は
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と
て
當
時
を
遠
ざ
か
っ
た
時
代
に
は
到
底
葬
寓
し
得
べ
き
も
の
と
は
思
は
れ
な
い
。
こ
の
夕

影
は
、
上
述
の
箱
蓋
裏
書
の
下
に
、
大
量
宗
亘
（
亘
は
異
膿
の
文
字
で
あ
る
）
寄
附
と
朱
書
し
、
そ
の
自
筆
と
傳
へ
ら
れ

て
を
る
。
宗
亘
は
富
山
塔
頭
大
仙
院
の
露
呈
で
、
近
江
佐
々
木
氏
，
古
岳
と
宇
し
、
大
徳
寺
七
十
六
世
（
讃
史
備
蓄
に

七
十
七
世
と
あ
る
〉
と
な
り
、
天
文
五
年
大
聖
國
師
の
號
を
勅
賜
せ
ら
れ
、
同
十
七
年
に
八
十
四
歳
に
て
蓬
化
し
た
人

で
あ
る
。
こ
の
哀
影
の
そ
れ
以
前
に
於
け
る
由
來
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
軸
は
金
銅
で
桐
竹
文
様
を
毛
彫
と
し
、
魚

子
打
と
共
贔
・
右
雅
で
あ
・
。
桐
竹
文
儀
藁
御
轟
御
軍
の
毒
姦
め
て
、
多
事
御
料
の
も
の
に
碧
ら
れ
四
、

て
を
る
が
、
こ
の
軸
は
恐
ら
く
常
初
以
來
の
も
の
で
あ
ら
う
。
車
借
に
は
修
補
の
跡
を
存
し
て
を
る
が
、
大
戦
は
、
古
き

裂
地
と
認
め
ら
れ
る
。
な
ほ
窟
影
の
絹
地
は
中
央
に
廣
巾
を
左
右
に
斎
串
を
補
う
て
を
る
。
こ
れ
は
他
に
も
例
の
め
る

こ
と
で
、
以
上
こ
の
震
影
の
由
來
に
髄
質
す
る
所
が
あ
る
と
思
は
れ
る
。
殊
に
御
殿
の
駅
を
盤
面
の
許
す
限
り
拝
爲
し

た
こ
と
は
、
か
、
る
農
影
と
一
て
他
に
比
類
無
き
所
で
あ
り
、
而
か
も
そ
れ
が
、
皇
居
の
中
殿
た
る
清
涼
殿
中
央
都
の

縦
断
と
も
云
ふ
べ
き
部
分
で
あ
る
が
爲
に
、
濁
り
富
小
路
内
裏
の
御
魂
襟
の
重
婆
な
る
一
部
を
葬
察
し
得
る
の
み
な
ら

す
、
廣
く
宮
殿
、
調
度
服
飾
の
研
究
上
稗
盆
を
受
く
る
所
勘
て
無
い
の
で
あ
る
。

　
歴
朝
の
震
影
は
、
李
安
朝
末
期
以
後
多
く
縛
は
つ
て
を
る
が
、
御
束
帯
姿
と
夏
冬
の
御
直
衣
姿
と
を
具
へ
給
ふ
の
は
、



こ
れ
よ
り
古
い
御
代
に
は
未
だ
舞
長
し
な
い
所
で
あ
る
Q
の
み
な
ら
す
、
大
徳
寺
の
鳥
影
に
は
最
も
多
く
の
血
ハ
故
資
料

を
示
さ
れ
て
を
る
Q
建
武
中
興
の
聖
主
と
仰
ぎ
奉
る
天
皇
は
、
御
多
端
の
間
に
、
親
し
く
建
武
年
中
行
事
、
日
中
行
事

を
御
撰
述
あ
ら
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
照
影
に
も
か
、
る
特
色
を
署
し
得
る
の
は
、
淘
に
偶
然
で
は
無
い
と
謹
益
す
る
の

で
あ
る
Q

（15）
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